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創立45周年
記念事業

記念コンサート・シンポジウム 6月27日（土）
愛知県芸術劇場コンサートホール

申込方法

申 込 先

Concert Symposium13：30 開演

記念交流試合 6月28日（日）
ナゴヤドーム

16：00 開始

名古屋高校　VS　南山高校 名古屋学院大学　VS　同志社大学

9：00 開始第一試合 13：30 開始第二試合

名古屋学院大学は1964年に開学し、2009年大学創立45周年を迎えました。
これを記念して、下記のとおり、記念コンサート・シンポジウム・交流試合を開催いたします。

みなさまのご参加をお待ちしております。

往復はがきに住所・氏名・年齢をご記入の上、下記宛にお送りください。入場無料、2名1組での応募となります。
応募多数の場合は抽選とさせていただきます。6月28日（日）の記念交流試合は申し込みの必要はありません。

〒456-8612　名古屋市熱田区熱田西町1番25号　名古屋学院大学創立45周年記念行事　係
TEL：052-678-4081

申込締切 2009年6月10日（水） 必着

名古屋学院大学では2009年度より
キャッチフレーズ「From here ～ここからはじめよう～」を掲げています。
名古屋学院大学で過ごす4年間は、一人一人が成長し変化する4年間。
新しい仲間、新しい目標、新しい自分、4年間かけて見つける未来。

まさに、ここ名古屋学院大学から始まります。
「From here～ここからはじめよう～」名古屋学院大学が“あなた”に届けたい言葉です。

学生時代の経験は将来に役立つ貴重なものです。
名古屋学院大学では

より多くの経験の場を提供できるようサポートしています。

C o n t e n t s

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称とし
て使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、
大きな視点に立ってそれを見渡すことができる
ようにとNGU NEWSの愛称に採用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来
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「敬神愛人」を建学の精神に、豊かな人
間性を

育む

○就職試験対策講座
○資格取得プログラム
○インターンシップ
　プログラム
○キャリアデザイン

【現代GP】地域創成プログラム
【学生支援GP】「自分発見型」学生支援ネット
【特色GP】経済学基礎知識1000題

長期留学／中期留学／短期留学

国際力の向上

個性と発想の向上

キャリアの向上

学　生
自 分 発 見

建学の精神

学びの
サポート

人間力の向上

キャリア
デザイン

国際教育

キャリア
センター

国際交流
センター

自分発見型学生支
援

自分発見
プログラム

NGU自分発見
ノート

自分発見
キャンプ

スクールカラーである紅梅色を基調とし、
社会に向かってはばたく礎を築き、
ここ名古屋学院大学から新たな一歩を
踏み出してほしいという願いをこめています。
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2009年度 ロゴ紹介1

Topics
名古屋学院大学
創立45周年記念行事

2

新入生歓迎フェスティバル開催!3

2009年度入学式を挙行

新入生オリエンテーション風景

4

『資格センター』オープン!
キャリアセンターを活用しよう!

5

地域連携センター
「シティーカレッジ2009 Spring」
講座開催のご案内

8

2009年度予算報告9
創立45周年記念事業
募金のお願い・募金の御礼と御報告

10

Essay
シリーズエッセイ #1

「中国で見かけた外来語」 樋口勇夫
11

My lecture diary
私の講義日誌 @0

「経営情報学科スタート」 三輪冠奈
12

Information
2008年度学位記授与式を挙行
外国語学部長・外国語学研究科長就任
リハビリテーション学科
実習施設派遣祝福式を実施
2008年度学長表彰
父母会総会・父母懇談会のご案内
定年退職教員紹介

13

文部科学省が全国の大学の
教育改革のなかから選定した
「優れた取組（Good Practice）」のこと。

GPとは？※

シンポジウムコンサート

創立45周年記念事業 学生アメニティ棟建設
（2010年2月完成予定）

指揮・黒岩英臣氏、ヴァイオリン・伊藤美佐子氏、
ピアノ・黒岩悠氏をお迎えし、今回特別に発足し
た名古屋学院大学45周年記念オーケストラに
よる素晴らしい演奏をおとどけします。

「環境問題とものづくり、ひとづくり」を
テーマに各界で活躍する著名人が
パネリストとして登場します。

後援：愛知県・愛知県教育委員会・名古屋市・名古屋市教育委員会・
東京藝術大学・中日新聞社

後援：愛知県・愛知県教育委員会・名古屋市・名古屋市教育委員会・中日新聞社

後援：愛知県・愛知県教育委員会・名古屋市・名古屋市教育委員会・中日新聞社

2009年度入試結果と
2010年度入試に向けて

7
Campus Now

「資格試験合格者に聞く!」 
大島毅士さん

6
Interview

14 2009年度新任教職員紹介
2009年5月～11月行事予定

※
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O r i e n t a t i o n

オリエン
テーション
風景

3

経済経営
外国語学
通信教育課程
合　計

大学院

※留年生は4年に含む

研究科 1年 2年 3年 合計
学生数（大学院・学部・留学生別科）

2009年5月1日現在

 44 57 7 108
 5 5 - 10
 31 45 - 76
 80 107 7 194

経済学部
商学部
外国語学
人間健康学部
合　計

学　部

留学生別科

総合計

学　部 1年 2年 3年 4年 合計
 531 519 487 510 2,047
 394 360 366 332 1,452
 219 232 273 231 955
 176 164 203 191 734
 1,320 1,275 1,329 1,264 5,188

44

5,426

2
0
0
9
年
4
月
1
日（
水
）午
前
10
時
30

分
よ
り
、本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
、名
古

屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て

キ
リ
ス
ト
教
の
司
式
に
則
り
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
、学
部
1
、3
2
2
名
、編
入
学
16
名
、大

学
院
80
名
、留
学
生
別
科
24
名
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。

式
で
は
、葛
井
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読・

祈
祷
の
後
、小
嶋
学
長
が
次
の
と
お
り
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

「
今
、世
界
は
1
0
0
年
に
一
度
の
経
済
危
機

の
た
だ
中
に
あ
り
、今
後
、世
界
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
大
事
な
時
期
で
す
。み
な
さ
ん

に
は
世
界
が
ど
う
変
化
し
て
も
そ
の
変
化
の
中

で
生
き
て
い
け
る
力
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
望
ん
で
い
ま
す
。設
立
以
来
、変
わ
ら
ず
本
学

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
建
学
の
精
神「
敬
神

愛
人
」で
す
。こ
れ
は「
神
を
敬
い
人
を
愛
す
」と

い
う
教
え
で
す
。た
だ
単
に
知
識
を
蓄
え
る
だ
け

で
な
く
、知
識
を
使
う
各
人
の
人
間
的
成
長
を
目

指
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。」

「
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
を
苦
し
み
や
弱
い
自

分
に
負
け
ず
、勉
強
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
、友
達

作
り
に
積
極
的
に
努
力
し
、一
人
一
人
の
個
性

を
磨
き
人
間
性
を
高
め
、

知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」

そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・

留
学
生
別
科
の
各
代
表
に

よ
る
宣
誓
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル

し
ろ
と
り
に
よ
る
奉
献
演
奏
、

本
学
外
国
語
学
部
生
に
よ

る
祝
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
度
入
学
者

等
学
生
数
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

ピ
ー
タ
ー・フ
ラ
ン
ク
ル
さ
ん

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、

４
月
６
日（
月
）に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に
て

新
入
生
歓
迎F

estival
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
数
学
者
で
大
道
芸
人
の
ピ
ー
タ
ー
・

フ
ラ
ン
ク
ル
さ
ん
を
お
迎
え
し
、講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
大
学
生
活
を

楽
し
く
す
る
方
程
式
」。こ
れ
ま
で
訪
問
し
た

国
は
80
ヶ
国
以
上
、母
国
語
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

を
始
め
、英
語
、日
本
語
、ド
イ
ツ
語
、ス
ペ
イ

ン
語
な
ど
11
ヶ
国
語
を
操
る
ピ
ー
タ
ー
さ
ん

の
多
彩
な
経
験
か
ら
、大
学
生
活
を
楽
し
く
充

実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
得
意
の
大
道
芸
も
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、

ピ
ー
タ
ー
さ
ん
の
魅
力
が
満
載
の
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎

F
e
s
tiv
a
l

講演後は、小林甲一学生部長（経済学部
教授）と対談。いろいろな質問にも丁寧
に答えてくださいました。 登

場
!!

大学紹介では、キャリアセンター、国際交流センター、
基礎教育センター、教務課、学生課のスタッフにより、
各セクションでのサポート内容やキャンパスライフを
充実させる秘訣を紹介。

スタッフは企画か
ら準備、運営と大変

な苦労を重ねまし
た。新入生に大学生

活をスムースにス
タートしてもらえ

る

よう、一丸となって
取り組みました。

学生自治会と学生
課が共催。

新入生歓迎Festivalではクラブ、サークル紹介も行われました。
各クラブとも、工夫をこらして新入生のみなさんにアピール。
クラブ、サークル活動での熱心な取組は大学生活を充実させ、
素敵な仲間との出会いをもたらすものとなるでしょう。

5月9日（土）～10日（日）
新入生合宿（名古屋市野外学習センター）

4月7日（火）
フィールドワーク（瀬戸市探訪）

本学では毎年新入生オリエンテ
ーションを開催しています。
2009年度も、ガイダンスに加え、

フィールドワークや合宿を実施しま
した。このプログラムを通じて、友
人や教員、ティーチングアシスタン
トの先輩らとの交流を深めます。
大学生活に早く慣れ、充実した学

生生活を送られることを期待して
おります。

4月7日（火）
フィールドワーク（リトルワールド）

経済学部 商学部

外国語学部 人間健康学部

4月7日（火）
フィールドワーク（瀬戸キャンパス＆明治村）

新しい生活、
新しい友達づくり!

2009年度

入学式を
挙行

4



宅地建物取引主任者
試験合格

キャリアセンターを活用しよう!
利用しなくちゃもったいない!

大学生活は将来を方向づける大切な４年間。キャリアセンターでは自分の将来に対するビジョンを明確にして、
自分らしい生活を送るためのキャリア形成を支援します。

〈キャリアセンター開館時間〉
■名古屋キャンパス
　平日 9：00～17：00
（大学休業日は除く）
■瀬戸キャンパス
　平日 12：40～17：00
（大学休業日は除く）

資格試験
合格者
に聞く!

Interview

●相談にいつでも応じます!
キャリアセンターには、就職やキャリア形
成に関するエキスパートが相談に応じます。
一人一人に適したアドバイスをしています。
また、就職やキャリア形成に関する資料を
豊富に用意。いつでも閲覧できます。
「就職活動ってどう始めたらいいんだろう…」
「将来のためにどんなことができるんだろう」
まずは、キャリアセンターに行ってみよう。

●自分発見プログラムに
　参加してみよう!
本学では学生支援のプログラムとして「自
分発見型学生支援ネットの構築に向けて」
（2007年度文部科学省学生支援GP選定）を実施。

この一環としてキャリアセンターでは自
分発見プログラムを開講しています。
「自分発見マナーコース」「自分の性格分析
コース」など『自分発見』のチャンスを多く
提供。いずれのコースも無料で受講できます。

●インターンシップに
　参加してみよう!
キャリアセンターでは、夏季・春季休暇中
にインターンシップを実施しています。イ
ンターンシップ・プログラムでは「事前学
習→実習（就業体験）→事後学習」を行い、就
業体験を活かすフォロー体制も万全です。
詳細はキャリアセンター窓口で尋ねてください。

今
ま
で
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し

て
い
た「
資
格
講
座
」の
業
務
を
独
立
さ
せ

た「
資
格
セ
ン
タ
ー
」が
、日
比
野
学
舎
２
階

に
４
月
２
日（
木
）オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。資

格
セ
ン
タ
ー
は
、人
生
に
、就
職
に
役
に
立

つ
資
格
を
、多
く
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
在

学
中
に
取
得
し
て
も
ら
お
う
と
専
門
部
署

と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
、資
格
取
得
に
つ

い
て
き
め
細
か
い
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

資
格
セ
ン
タ
ー
に
は
明
る
く
親
身
に
な

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が

み
な
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。資
格
に
関
す

る
質
問
や
講
座
に
関
す
る
相
談
な
ど
、遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、資
格
セ
ン
タ
ー
に
は
、教
員
採
用

試
験
・
公
務
員
試
験
の
他
、資
格
に
関
す
る

教
材
・
資
料
を
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、自
習

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。資
格
講
座
に
興
味

が
あ
る
方
は
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

多
く
の
情
報
を
手
に
入
れ
れ
ば

　
　
自
信
を
持
っ
て
試
験
に
挑
む
こ
と
が
で
き
る
。

頑張るみなさんを応
援します!

資格センター開館時間　平日／10:00～16:00

今
年
４
月
に
日
比
野
学
舎

２
階
に
オ
ー
プ
ン
!

資
格
セ
ン
タ
ー
は
、全
力
で
み
な
さ
ん
の

「
合
格
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

『
資
格
セ
ン
タ
ー
』

I n fo rmat ion

◆「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」と
は

ど
ん
な
資
格
で
す
か
?

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
知
識
、法
律
、税
金

な
ど
不
動
産
に
関
わ
る
こ
と
を
勉
強
し
ま
す
。不

動
産
を
扱
う
に
は
欠
か
せ
な
い
資
格
で
す
。

◆
こ
の
資
格
を
取
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

不
動
産
は
一
生
に
一
度
か
二
度
あ
る
か
な
い

か
と
い
っ
た
大
き
な
買
い
物
で
す
。そ
う
い
っ
た

重
要
な
取
引
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
に

ひ
か
れ
ま
し
た
。

◆
試
験
対
策
学
習
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
か
?

資
格
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。講
座
で
は
、合

格
ラ
イ
ン
に
達
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。こ
の
ポ
イ
ン
ト
を

復
習
で
確
実
に
身
に
つ
け
ま
し
た
。さ
ら
に
、余

裕
を
持
っ
て
合
格
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

の
で
、夏
休
み
は
、ひ
た
す
ら
図
書
館
で
勉
強
し

て
い
ま
し
た
。

◆
今
後
、こ
の
資
格
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
か
?

不
動
産
業
界
に
就
職
す
る
予
定
で
す
の
で
、仕

事
で
こ
の
資
格
を
思
う
存
分
活
か
せ
る
と
思
い

ま
す
。

◆
資
格
取
得
を
目
指
す
名
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

試
験
合
格
の
た
め
に
は
、覚
え
る
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
し
、な
じ
み
の
薄
い
法
律
に
は
苦

労
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、わ
か
ら
な
い

こ
と
は
先
生
に
ど
ん
ど
ん
聞
い
て
、し
っ
か
り
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。多
く
の
問
題
に
触
れ
、多
く

の
情
報
を
手
に
入
れ
れ
ば
自
信
を
持
っ
て
試
験

に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
!

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

資
格
試
験
合
格
を
目
指
す
こ
と
で
、チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
、目
標
達
成
に
向
け
て
の
粘
り
強
さ
や
忍

耐
力
、や
り
遂
げ
た
自
信
も
身
に
つ
き
ま
す
。

大
島
さ
ん
は
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

経済学部経済学科 4年

大島 毅士さん

おおしま  つよし

何度かくじけそうになりましたが、「こ
こで合格しなければ、今まで頑張って
きたことがカタチに残らない、カタチ
として残し、喜びを味わいたい」と常に
自分に言い聞かせて勉強に向かいました。
合格した時は、本当に嬉しかったです。
努力すればするほど、その分喜びは大
きく返ってきます。
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2
0
0
9
年
度
入
試
に
つ
い
て
は
、経
済
不

況
の
影
響
も
あ
り
、本
学
の
位
置
す
る
東
海
地

域
に
お
い
て
地
元
志
向
と
受
験
校
の
絞
込
み

が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、本
学
の

2
0
0
9
年
度
入
試
に
つ
い
て
は
、総
志
願
者

数
は
、3
、6
8
7
名
と
な
り
、昨
年
度
よ
り

4
0
2
名
、12.
2
％
の
志
願
者
増
と
な
り
ま

し
た（
下
表
2
0
0
9
年
度
入
試
結
果
参
照
）。

　
入
学
者
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ

1
、3
2
0
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、入
学
定
員

（
1
、1
9
0
名
）の
1.1
倍
に
あ
た
り
ま
す
。ま

た
、入
学
生
の
特
徴
と
し
て
、女
子
学
生
の
占

め
る
割
合
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。特
に
、経
済
学
部
、商
学
部
で
の
向
上

が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

設
置
に
よ
り
通
学
の
利
便
性
が
向
上
し
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　次
に
、2
0
1
0
年
度
入
試
要
項
に
つ
い
て

で
す
が
、昨
年
度
入
試
に
お
い
て
大
幅
な
制
度

改
定
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、原
則
と
し
て
前

年
度
と
大
き
な
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん（
下
表

2
0
1
0
年
度
入
試
日
程
参
照
）。

2
0
1
0
年
度
入
試
の
変
更
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

q
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
に
つ
い
て
、中
期
日
程

〈
12
月
12
日（
土
）〉を
新
設
す
る
。

w
体
験
入
学
A
O
入
試
に
つ
い
て
、申
込
期
間

を
8
月
1
日（
土
）か
ら
と
し
、基
礎
学
力
テ

ス
ト
を
実
施
す
る
。

e
自
己
推
薦
A
O
入
試
に
つ
い
て
、合
否
判
定

に
高
校
評
定
平
均
値
、取
得
資
格
・
検
定
の

状
況
を
加
味
す
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
学
は
今
後
も
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
一
つ
と

し
て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
2
0
1
0
年
2

月
の
竣
工
予
定
で
、学
生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
最

大
限
に
配
慮
し
た
地
上
5
階
建
て
の
学
生
ア

メ
ニ
テ
ィ
棟（
ラ
ウ
ン
ジ
、ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ー

ナ
ー
、ホ
ー
ル
、講
義
室
な
ど
）を
現
在
建
設
し

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、既
存
の
学
部
を
発
展
・
充
実
さ
せ
る

た
め
、2
0
1
0
年
4
月
の
開
設
を
目
指
し
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
お

よ
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法

学
科
を
設
置
構
想
中
で
す
。

入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、受
験
生
の
み
な
さ
ん

へ
大
学
案
内
・
入
試
要
項
等
の
資
料
を
配
布
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
実
際
に
大
学
の
授
業
・
施

設
を
体
験
で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、み
な
さ
ま
の
お
知
り
合
い
の
方
に
ご

案
内
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

2009年度入試結果と
2010年度入試に向けて

講
座
開
催
の
ご
案
内

経済
政策
商

  経営情報※

英米語
中国コミュニケーション

国際文化協力
人間健康
リハビリ

経済

※2008年度は情報ビジネスコミュニケーション学科 ■第2～3志望合格者は合格学科に算入。※上記のほか、センター試験利用入試（前期・後期）も
　実施します。個別試験はありません。

学部

総　計

学科
全体

志願者

女子
2009

全体 女子
2008

全体

合格者

女子
2009

全体 女子
2008

全体

入学者

女子
2009

全体 女子
2008

商

外国語

人間
健康

 1,108
314
656
356
485
61
122
208
377
3,687

102
37
149
101
261
35
66
53
102
906

1,070
392
510
174
429
67
124
133
386
3,285

100
47
115
48
232
41
80
37
126
826

640
290
368
178
263
56
96
162
153
2,206

71
39
104
61
151
31
52
42
55
606

672
290
373
160
254
69
116
118
153
2,205

65
35
96
44
146
43
75
37
60
601

357
174
276
118
144
27
48
98
78

1,320

24
25
80
40
78
10
24
20
25
326

355
176
267
112
155
36
52
83
86

1,322

20
16
60
31
87
17
34
22
36
323

10月3日（土）

11月7日（土）

11月8日（日）

12月12日（土）

1月30日（土）
1月31日（日）

2月1日（月）

● 体験入学AO試験
● 海外帰国生徒特別試験（前期）
● 社会人特別試験（前期）
● 編入学指定校推薦試験（前期）
● 編入学試験一般試験（前期）

● 一般入試（前期）
● 名古屋高校特別試験（前期）

● スポーツ推薦入試（前期）
● 自己推薦AO試験1期
● 一般推薦入試（前期）
● 指定校推薦入試
● 特別指定校推薦入試（前期）
● 一般推薦入試（前期）
● 一般推薦入試（後期）
● スポーツ推薦入試（中期）
● 一般入試（前期）
● 一般入試（前期）

2月2日（火）

2月9日（火）

2月26日（金）

3月11日（木）

● 一般入試（後期A日程）
● スポーツ推薦入試（後期）
● 特別指定校推薦入試（後期A日程）
● 名古屋高校特別試験（後期A日程）
● 一般入試 （後期B日程）
● 名古屋高校特別試験（後期B日程）
● 特別指定校推薦入試（後期B日程）

● 自己推薦AO入試2期
● 海外帰国生徒特別試験（後期）
● 社会人特別試験（後期）
● 編入学指定校推薦試験（後期）
● 編入学試験一般試験（後期）
● 外国人留学生指定校推薦試験（後期）
● 外国人留学生一般試験（後期）
● 一般入試（中期）
● センタープラス方式入試

■2010年度入試日程

■2009年度入試結果（各入試区分を合算） （学生数）

※入試説明会

2009年度オープンキャンパス日程
名古屋キャンパス 6月13日（土）、7月19日（日）、8月8日（土）、10月10日（土）※

瀬戸キャンパス 8月9日（日）、10月10日（土）※

試験日 試験区分

「シティーカレッジ2008」（昨年度）は
561名の皆さんにご参加をいただきました。

名古屋キャンパス開設2年目となった2008年度は、
名古屋の地での地域連携活動を大きく展開していくために、

従来より講座数を倍増、パンフレットも年2回（Spring号・Autumn号）発刊し、
その結果、33講座に561名の多くの方がご参加くださいました。

今年度も、昨年同様に多彩なジャンルで講座を開講していきます。
「Spring号」の開講講座を掲載いたしますので、ご興味のある講座がございましたら、ぜひご応募ください。

「Autumn号」は、8月の発刊予定です。
また、熱田生涯学習センターと本学との連携講座も秋季に予定していますのでご期待ください。

英語で話そう（初級） 水

火

水

5/13～7/15

5/12～7/14

6/3～6/24

10：30～12：00

19：00～20：30

19：00～20：30

5,000円

5,000円

1,000円

旅行に役立つ中国語会話（楽しい旅のコミュニケーション）

全10回

全4回

全10回

A

A

A

開講期間 時　間 会場受講料曜日コミュニケーション講座

水

火

火

月

水

木

火

6/17～7/8

5/19～6/16

6/2～6/23

6/1～6/22

7/1～7/22

6/4～6/25

6/30～7/28

10：00～11：30

18：30～20：00

19：00～20：30

19：00～20：30

18：30～20：00

15：30～17：00

10：00～11：30

無料  

無料  

無料  

無料  

無料  

無料  

8,000円

世界金融恐慌下の中国経済

現代ドイツの光と影
～「ベルリンの壁」崩壊後20年をむかえて～

日常の中の数学
～ご用心!印象だけで判断してはいけません～

公的年金で得する人・損する人
～トクするアイデアを知る～

オバマ時代の今だからこそ、
アフリカン・アメリカンの哲学者を学ぶ

中高年のための心理学

～理学療法士が語る～ 「老い」を学ぶ

全4回

全5回

全4回

全4回

全4回

全4回

全5回

A

A

B

開講期間 時　間 会場受講料曜日社会講座

無限を考える 金

水

土

9/4～9/25

8/19・26

8/29

13：30～15：00

13：30～15：00

10：00～15：00

無料  

500円
（材料費）建築のやきもの2（中国）

全4回

全3回

A

A
C

開講期間 時　間 会場受講料曜日文化講座

聖書にふれた人々に学ぶ 木7/16・23 15：30～17：00 無料  全2回 A
開講期間 時　間 会場受講料曜日特別講座

金7/3～7/24 19：00～20：30 8,000円全4回 A
開講期間 時　間 会場受講料曜日スキルアップ講座

ドイツ文学における「理想」と「憧憬」 金5/15～6/5 15：30～17：00 無料  全4回 A

A

A

A

A

開講期間 時　間 会場受講料曜日文学講座

C I T Y  C O L L E G E  2 0 0 9

シ
ティ
ー
カ
レッ
ジ
2
0
0
9

会場に
ついて

名古屋学院大学さかえサテライト（名古屋市中区栄4-1-1中日ビル7F）
名古屋学院大学名古屋キャンパス日比野学舎（名古屋市熱田区大宝三丁目1番17号）
名古屋学院大学瀬戸キャンパス（瀬戸市上品野町1350）

A
B
C

メンタルヘルス・マネジメント検定#種試験対策講座
～心の健康管理スキルを身につける～

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

ワクワクした人生を手に入れる心理学!
コーチングスタイル（基礎編）

※8/29は、瀬戸キャンパス陶芸館にて作陶体験をします。

お問合せ先 名古屋学院大学地域連携センター（総合政策部）　TEL:052-678-4085
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学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科  目
消費収入の部

09年度予算 08年度予算 差異('09-08)
 5,662,030
101,100
60,000
348,337
30,000

0
23,700
167,182
6,392,349

△ 1,383,318
5,009,031

5,409,583
101,100
60,000
463,136
83,524

0
25,675
134,104
6,277,121
△ 704,812
5,572,309

252,447
0
0

△ 114,799
△ 53,524

0
△ 1,975
33,078
115,227

△ 678,506
△ 563,279

人件費
　(内退職給与引当額）
教育研究経費
   (内減価償却額）
管理経費
  (内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額
帰属収支差額

科  目
消費支出の部

09年度予算 08年度予算 差異('09-08)
3,099,292
(192,030)
2,040,040
(553,669)
407,051
(25,900)
21,561

0
0

50,000
5,617,943
△ 608,912
△ 2,238,823
△ 2,847,735

774,406

3,031,545
(144,208)
2,011,111
(552,132)
366,499
(30,772)
24,476

0
0

50,000
5,483,631
88,679

△ 2,327,502
△ 2,238,823

793,490

67,746
(47,822)
28,930
(1,537)
40,552

(△4,872)
△ 2,915

0
0
0

134,313
△ 697,591
88,679

△ 608,912
△ 19,084

2008年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び
2009年度予算書類・事業計画書は、6月上旬以降に名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で
縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書

2009年度予算総括表（学校法人会計基準による）

■名古屋キャンパス学生アメニティ棟建設募金（2008年9月1日～2009年3月31日受付分） 〈165件〉12,430,000\ 学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

(単位：千円、単位未満四捨五入）

科  目
収入の部

09年度予算 08年度予算 差異('09-08)
 5,662,030
101,100
60,000
348,337
30,000

0
23,700
167,182

0
991,680
167,028

△ 1,150,322
3,297,632
9,698,367

5,409,583
101,100
60,000
463,136
83,524

0
25,675
134,104

0
991,680
76,009

△ 1,229,556
3,716,370
9,831,624

252,447
0
0

△ 114,799
△ 53,524

0
△ 1,975
33,078

0
0

91,020
79,234

△ 418,738
△ 133,257

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

09年度予算 08年度予算 差異('09-08)
3,109,646
1,486,372
381,151
21,561
146,000
1,089,543
147,775
42,524
387,014
70,000

△ 345,000
3,161,782

9,698,367

3,075,638
1,458,979
335,727
24,476
146,000
473,284
85,528
942,190
273,929
70,000

△ 351,758
3,297,632

9,831,624

34,008
27,393
45,424
△ 2,915

0
616,259
62,247

△ 899,666
113,085

0
6,758

△ 135,850

△ 133,257

●消費収支計算書

教育支援
466,665 24.1%

奨学金
96,339 5.0%

管理運営
255,101 13.1%

図書・学術
80,983 4.2%

公共料金
99,410 5.1%

施設保守
263,916 13.6%

スクールバス
137,902 7.1%

研究
124,313 6.4%

学生募集
209,561 10.8%

情報
140,272 7.2%

学生サービス
66,567 3.4%

目的別事業経費内訳（新棟経費を除く）

学校法人名古屋学院大学の2009年度予算は、
3月18日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 消費収支計算書
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収

入は除く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に
消費する「消費支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造に
なっています。これにより当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判
断することができます。また、基本金組入額は主に当年度および将来取得
する施設・設備の取得資金額です。
2009年度の帰属収入は6,392,349千円となっています。基本金組入額は
1,383,318千円となっています。主に第１号基本金で、白鳥学舎学生アメニ
ティ棟建設に伴う施設・設備関係支出、白鳥学舎隣地購入に伴う借入金返
済額の組入れによるものです。この結果、消費収入の部合計は5,009,031千
円となります。消費支出の部合計は5,617,943千円で当年度消費収支差額は
608,912千円の支出超過となっています。学校法人の運営を財務面からみ
るもっとも重要な帰属収支差額は774,406千円の収入超過となります。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内

容を明らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。支払
資金は前年度繰越支払資金が3,297,632千円で次年度繰越支払資金は
3,161,782千円となり、135,850千円減少しております。 

■ 2009年度の主な事業内容
■ 大学院外国語学研究科に国際文化協力専攻修士課程を設置します。
■ 商学部経営情報学科（旧情報ビジネスコミュニケーション学科）へ
名称変更をします。

■ 教職課程（保健体育）を商学部商学科・人間健康学部人間健康学科を
対象に設置します。
●大学創立45周年記念事業の実施
●白鳥学舎に学生アメニティ棟（新棟・新クラブハウス棟）を建設
●新入生プログラムガイダンスの実施
（経済学部：リトルワールド、商学部：明治村、
外国語学部：豊田野外教育センター、人間健康学部：瀬戸市探訪）

●大学院昼夜開講
（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル7階：企業経営特別講座等）
●キャリア形成の支援
（能力開発講座、資格講座、公務員試験対策講座、インターンシップ）
●情報教育の推進
（ノートパソコンを全学生に配布、第9期電子計算機システム、パソコン検定講座）
●学内情報システムの整備とIT化の整備促進
（CCS：キャンパスコミュニケーションシステム）
●図書館システム・情報検索サービス
（新図書館システム、電子ジャーナルデータベース）
●国際交流推進
（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学生の受入）
●特色ある教育
（エグゼクティブコース、現代GP・学生支援GPの各選定事業、企業見学会）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅2路線）
●奨学金・奨励金の充実(日本学生支援機構奨学金、
学内奨学金「一般奨学金・緊急奨学金・社会人学生奨学金」等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医健康診断、学生カウンセラー相談）
●父母懇談会（大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業
（シティーカレッジ：聖書にふれた人々に学ぶ、「老い」を学ぶ、等）

財務情報の
公開について

2009年度
予算報告

ご寄付いただきました方々につきまして、感謝をもってご報告申し上げます。
募金金額ごとに寄付者ご芳名をまとめさせていただきました。（順不同・敬称は略させていただきました）

1,000,000円
100,000円
50,000円
30,000円

20,000円
10,000円

父母会関係 〈101件〉 2,620,000円

教職員 〈42件〉 6,045,000円
飯田 重美 玉木 武義
秋元 浩一
木船 久雄 新熊 清
生駒 豊作 清水 克正 鈴木 眞雄 野々垣 嘉男 P.R.モロウ 水野 晶夫
村瀬 豊 持田 辰郎
阿部 太郎 荻巣 秀樹 長田 孝二 加藤 高明 木下 政宣 肥田 朋子
小松 照幸 城 哲哉 奈良 章 星 和徳
有賀 敏之 安藤 淳司 飯島 憲子 岡本 孝一
小野田 茂利 内藤 和美 渡辺 斉
影山 裕子 加藤 くに子 児玉 政和
梅村 圭一 鬼頭 志穂子 小林 豊
熊谷 尚子
安東 真衣 猪子 治美 鷲見 暁史 匿名希望 2件

500,000円
325,000円
300,000円
200,000円

150,000円

100,000円

50,000円
30,000円
20,000円
10,000円

卒業生関係 〈7件〉 110,000円
岡戸 進
安藤 之人 笠井　修 柴田　哲冶
下村 直己 山本 紳司 匿名希望 1件

50,000円
10,000円

企　業 〈2件〉 800,000円
株式会社 文教
株式会社 セノン

750,000円
50,000円

理事・評議員・元大学関係者等 〈13件〉 2,855,000円
伊藤 信義 清水 勲
堀田 静香
大久保 幸子
小栗 七生 加藤 陽一 成田 一成
加藤 和良 高橋 潤 水野 純
渡邉 泰彬
高橋 孝子
匿名希望 1件

1,000,000円
200,000円
105,000円
100,000円
50,000円

30,000円

目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+
設備関係の各支出の合計）は左表のとおりです。

創立45周年
記念事業学生アメニティ棟建設募金の

御礼と御報告

名古屋キャンパス

　本学は2009年に創立45周年を迎え、その記念
事業として、学生環境のアメニティ向上と

教育研究諸条件の整備の為に、白鳥学舎内での
学生アメニティ棟の建設事業及び

瀬戸学舎での施設・設備の充実に取り組んでい
ます。学生のみなさまが、名古屋学院大学で

充実した学生生活を営むことができますように
、教育研究のさらなる充実・発展のため、

寄付金は任意ではございますが、みなさまのご支
援を賜りますよう何卒お願い申し上げます。

寄付金の使途
学生アメニティ棟（新棟・新クラブハウス棟）

の建設資金

及び教育研究振興資金に充当させていただき
ます。

名古屋学院大学総務部財務課　TEL：（052）6
78-4084

名古屋キャンパス 学生アメニティ棟建設・

瀬戸キャンパス 教育研究振興資金
募金のお願い

寄付金要項

創立45周年
記念事業

1.寄付金目標額　1億円

2.寄付金種類
個人を対象としてお願いするもの

1口 1万円（1口以上）
経済学部・商学部・外国語学部のご父母からの

募金は学生アメニティ棟建設資金、人間健康

学部のご父母からの募金は教育研究振興資金

として有効に活用させていただきます。

3.振込方法
同封の「払込取扱票」に必要事項をご記入いただき

、

郵便局でお払込ください。手数料は必要ありません
。

4.寄付者ご芳名等の公示
寄付者ご芳名、寄付金額につきましては大学広

報

誌「コズモラマ」に掲載させていただきます。なお
、

掲載の可否につきましては「払込取扱票」のご
芳

名掲載「不・可」欄の該当箇所に○をご記入願います
。

5.寄付金に対する減免税措置について
本寄付金が５千円を超える場合は、確定申告で

その超えた金額がその年の課税所得金額から

控除されます。
但し、新入生の場合には入学年の4月から12月

までの寄付は寄付金控除の対象となりません
。

お問合せ先

内ケ島 敏博
河村 満 澤田 邦彦 山内 隆史
大嶋 稔 西山 金司
石濱 英治 岡田 雅弘 久保井 彰 鈴木 博夫 竹内 俊元
長阪 健 成澤 礼夫 松石 奉之 山本 悦子 吉　 正樹
小林 正美 小山 誠 田中 正次 平岡 司郎
青木 弥生 安藤 勝弘 石黒 銀広 一柳 賢一 伊藤 司朗 岩田 正男
内村 秀敏 梅田 哲宏 遠藤 裕子 大竹 一郎 岡本 雅治 梶野 正勝
加藤 和生 金谷 具文 加納 良幸 神谷 則夫 川井 彰迪 川口 政廣
北内 通雄 久保田 征行 熊澤 春雄 合田 卓生 後藤 廣樹 小林 治仁
小林 正文 佐々木 淳 佐藤 久良 鈴木 康之 鈴木 喜一 関塚 勉
瀬崎 スエコ 　松 清 谷口 信 谷中 千代美 築田 文夫 月山 正己
坪井 善樹 戸田 裕三 戸田 孝一 直江 喜一郎 中芝 育史 中島 成子
長田 瞬二 中村 守男 南部 昇司 新美 喜章 西 眞弘 西村 正利
野村 俊昭 則岡 隆男 塙 正明 濱田 一宏 原田 秀憲 藤川 雄也
堀 賢一 堀田 泰永 松本 道男 眞野 淳子 水谷 勝妃古 宮永 祐二
三輪 亨 山田 宏司 山田 吉彦 吉田 孝一 渡邊 正晴 匿名希望16件

10
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三輪 冠奈
み わ かん な

商学部講師

経
営
情
報
学
科
ス
タ
ー
ト

1 2

4 5

3

qは「オレオ」。音だけを考慮し、意味は考慮しないタイプ（音訳型）。
wは「ネスレ」。意味だけを考慮し、音は考慮しないタイプ（意訳型）。「nest（鳥の巣）」から。
eは「スターバックス」。前半が意訳、後半が音訳のタイプ（意訳+音訳型）。“星”は「star」
の意訳、“巴克”は「bucks」の音訳。“　　 　　　”も「コーヒー」という音訳型の外来語。

rは「コカ・コーラ」。音と意味、両方を考慮するタイプ（音義融合型）。“可口可楽”は「口当た
りが良く、楽しめる」の意。このタイプは、音と意味両方を一度に満足しなければならな
いので作るのが難しく、数が少ないです。“可口可楽”は外来語の傑作と言われています。

tは「一番搾り」。日本の漢字をそのまま中国語読みするタイプ（漢字そのまま型）。
“　酒　　　”も「ビール」という外来語で、“　”は「beer」の音訳、“酒”はそれがお酒の
一種であることを示しています。

yは「マクドナルド」。発音が英語と似ていないタイプ。まず、米国で優勢な広東語の発
音で英語に近い漢字が選ばれ、後にその漢字が北京語(共通語)に入ったと思われます
（広東語経由の音訳型）。

　いかがでしたか？幾つできましたか？一口に外来語と言っても、様々なタイプがあり、
面白いですね。今後も、新しい物が中国に入って来るのに伴い、どんな新たな外来語
が生まれるのか、楽しみです。

今
年
度
か
ら
商
学
部
経
営
情
報
学
科
が
新

し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。経
営
情
報
学
科
は
、

こ
れ
ま
で
の
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
定
し
、情
報
コ
ー
ス
と
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
2
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け

ま
し
た
。

経
営
情
報
学
科
で
私
が
担
当
す
る
授
業
は
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」や「
経
営
情
報
処
理
」な

ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
実
習
形
式
の

科
目
に
加
え
、経
営
に
お
け
る
情
報
技
術
の
活

用
や
影
響
、応
用
に
つ
い
て
考
え
る「
経
営
情

報
シ
ス
テ
ム
論
」で
す
。

日
常
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情

報
技
術（
I
T
）の
利
用
に
学
生
た
ち
は
慣
れ

て
お
り
、目
の
前
に
あ
る
便
利
な
ツ
ー
ル
と
し

て
簡
単
に
利
用
し
て
い
ま
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い

て
情
報
を
利
用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
今
日
で
は
、能

力
の
活
用
次
第
で
大
き
な
差
を
生
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。特
に
、企
業
経
営
に
お
い
て
は

I
T
を
高
度
に
活
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
は

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、I
T
投

資
へ
の
考
え
方
は
今
後
も
重
要
な
課
題
と
し

て
問
わ
れ
続
け
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
社
会
的
諸
問
題
も
含
め

た
問
題
も
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。そ
の

よ
う
な
企
業
に
つ
い
て
、I
T
発
展
の
経
緯
、

企
業
に
お
け
る
活
用
や
影
響
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

卒
業
後
、多
く
の
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

に
就
職
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
学
生
た
ち
に
は
、

大
学
生
の
間
に
I
T
に
関
す
る
技
術
や
知
識

な
ど
を
身
に
つ
け
、そ
の
能
力
を
強
み
と
し
て

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、現
場
で
活
用
す
る
こ
と
の
で
き

る
知
識
と
し
て
、経
営
に
お
い
て
の
情
報
の
活

用
事
例
な
ど
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
学
び
、今
後

の
情
報
活
用
の
発
展
的
な
見
解
へ
と
結
び
つ

け
る
こ
と
を
講
義
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。た

と
え
ば
、実
際
の
企
業
事
例
な
ど
、最
新
の
情

報
を
取
り
入
れ
た
講
義
を
行
い
、変
化
し
続
け

る
情
報
分
野
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る

思
考
力
が
養
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、I
T
が
絶
え
ず
変
化
・
発
展
し
て
い

る
こ
と
と
同
様
に
、若
い
世
代
の
学
生
た
ち
か

ら
も
常
に
新
し
い
考
え
・
発
見
が
生
ま
れ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。時
折
、学
生
の
斬
新
な

考
え
に
、私
自
身
が
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
斬
新
な
考
え
に
気
づ
き
、

気
づ
か
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
学
生
た
ち
に

は
、自
分
自
身
の
可
能
性
に
気
づ
き
、自
信
を

持
て
る
部
分
を
一
つ
で
も
多
く
持
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、講
義
で

は
理
論
や
実
習
を
た
だ
受
け
身
で
受
け
る
だ

け
で
は
な
く
、自
ら
新
し
い
発
想
の
発
見
を
導

く
過
程
と
な
る
よ
う
な
講
義
に
し
て
い
こ
う

と
心
が
け
て
い
ま
す
。
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14 13

2
0
0
8
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

 

し
ん
く
ま 

き
よ
し

 

あ
か
そ 

な
お
ゆ
き

経済学部　経済学科（4名）

柴田　勇紀 　田　悠馬
服部　未希 水野　仁士

経済学部　政策学科（3名）

中島　寛幸 西川　宜伸
平井　洋司

商学部　商学科（2名）

柴田　晋平 山内　雄太郎

商学部　情報ビジネスコミュニケーション学科（1名）

熊谷　学

外国語学部　英米語学科（1名）

桜井　訓子

外国語学部　中国語学科（1名）

柏木　豊美

外国語学部　国際文化協力学科（1名）

安藝　知恵

経済学部

趣味
釣り
学生へのメッセージ
何事も一所懸命に頑張ってください。

趣味
テニス、映画鑑賞、読書（特にミステリー）
学生へのメッセージ
英会話に限らず、すべての会話は他者に
対する興味から。楽しく学んで会話ので
きるステキな大人になりましょう。

可知 れい子
 かち こ

商学部

趣味
hiking,canoeing,
mountain climbing,and camping
学生へのメッセージ
Don't think outside the box, 
because there is no box.

C.H.Weyand

趣味
読書・ゴルフ
学生へのメッセージ
貴重な学生生活、有意義なものに
してください！

竹之下 秀樹
 たけのした ひでき

趣味
水泳
学生へのメッセージ
あくなき知的探求を。

趣味
体を動かすこと
（特に空手、野球、サイクリング）
学生へのメッセージ
「考えること」の重要性を感じ、
そしてそれを楽しんでください。

I n f o rma t i on
インフォメーション

実
習
施
設
派
遣
祝
福
式
を
実
施

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
〉

父
母
会
総
会
・

父
母
懇
談
会
の
ご
案
内

学
長
表
彰
で
13
名
を
表
彰

外
国
語
学
部
長
に
新
熊
清
教
授

外
国
語
学
研
究
科
長
に
赤
楚
治
之
教
授

就
任 3

月
16
日（
月
）に
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル（
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白

鳥
学
舎
隣
接
）に
お
い
て
、2
0
0
8
年
度
学
位

記
授
与
式
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。式
は

一
同
に
よ
る
賛
美
歌
斉
唱
、宗
教
部
長
に
よ
る
聖

書
朗
読・祈
祷
、学
長
か
ら
の
祝
辞
、在
学
生
に
よ

る
祝
歌
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、学
部
卒
業
生

8
1
8
名
、大
学
院（
通
信
教
育
課
程
を
含
む
）修

了
生
69
名
に
学
位
記
な
ら
び
に
修
了
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

外
国
語
学
部
学
部
長
に
新
熊
清
教
授
が
、大

学
院
外
国
語
学
研
究
科
研
究
科
長
に
赤
楚
治

之
教
授
が
就
任
し
ま
し
た
。こ
れ
は
前
学
部
長
、

前
研
究
科
長
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、選
任

さ
れ
た
も
の
で
す
。共
に
大
阪
府
出
身
。任
期

は
2
0
1
1
年
3
月
ま
で
の
2
年
間
で
す
。

新
熊
清
学
部
長
は
、同
志
社
大
学
文
学
部
英

文
学
科
を
卒
業
後
、同
志
社
大
学
・
立
正
大
学
・

T
he U

niversity of T
oledo 

（O
hio, U

SA

）

の
各
大
学
院
で
英
文
学
の
研
鑚
を
積
み
、文
学

博
士
とPh.D

.

の
学
位
を
取
得
。1
9
6
9
年

4
月
に
本
学
に
就
任
し
、学
生
部
長・就
職
部
長・

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
長
等
の
要
職
を
歴
任
。学

部
で
は『
英
文
学
史
』・『
日
英
翻
訳
論
』等
、大

学
院
で
は『
英
米
文
学
研
究
』・『
イ
ギ
リ
ス
文

学
研
究
』等
を
担
当
。

赤
楚
治
之
研
究
科
長
は
、同
志
社
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了
後
、

1
9
8
9
年
4
月
に
本
学
に
就
任
、外
国
語
学

部
長
を
務
め
る
な
ど
し
た
。専
門
分
野
は「
言

語
学
・
日
本
語
学
」で
担
当
科
目
は『
英
語
学
特

論
』『
英
語
学
特

殊
研
究
』な
ど
。

教
育
力
の
向

上
が
求
め
ら
れ

る
今
、熱
意
あ

ふ
れ
る
新
熊
学

部
長
、赤
楚
研

究
科
長
の
活
躍

で
、本
学
の
さ

ら
な
る
躍
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

人
間
健
康
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

で
は
、3
月
27
日（
金
）に「
実
習
施
設
派
遣
祝
福

式
」を
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
チ
ャ
ペ
ル
に
て
行
い
ま

し
た
。

理
学
療
法
士
を

目
指
す
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
4
年
生
は
、春
学

期
の
大
半
を
実
習

先
の
病
院
で
過
ご

し
ま
す
。彼
ら
の
健

闘
を
願
い
、学
生
と

教
職
員
が
と
も
に

祈
り
を
捧
げ
、激
励

し
ま
し
た
。

　
在
学
中（
4
年
間
）を
通
し
て
、学
業
に
お
い

て
特
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
、他
の
模
範
と
な

る
活
動
を
し
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
3
月
16
日

（
月
）に
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
さ
れ
た
の
は
左
記
の

み
な
さ
ん
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
4
年
生
実
習
期
間

4
月
6
日（
月
）〜
5
月
16
日（
土
）

6
月
1
日（
月
）〜
7
月
18
日（
土
）

臨
床
実
習
2

臨
床
実
習
3

経済学部

商学部

外国語学部

濱口 恒夫
 はまぐち つねお

豊岡　博
 とよおか ひろし

趣味
自転車、海外旅行、温泉めぐり
学生へのメッセージ
大学生活を楽しみ、しっかり勉強し
いろいろな事に挑戦してください。

米田 吉孝
 よねだ よしたか

新熊 清　教授赤楚 治之　教授

 1日（金） 臨時休講
 11日（月） 雑誌リサイクル展［学術情報センター］
   〔～22日（金）まで〕
 13日（水） TOEFL-ITP［国際交流センター］
　中 旬　 ビジネス文書作成講習会［学術情報センター］
   〔～6月中旬・4日間〕
 22日（金） NGUロビーコンサート［キリスト教センター］
 27日（水） TOEIC［学術情報センター］

5
月

 10日（水） NGUチャペルコンサート［キリスト教センター］
  TOEFL-ITP［国際交流センター］
　中 旬　 学部長表彰
 23日（火） 宗教講演会［キリスト教センター］
 24日（水） 中国語スピーチコンテスト［学術情報センター］
 下　旬 学生大会
  PC作成講習会［学術情報センター］
   〔～7月中旬・4日間〕

6
月

 1日（水） 宗教講演会［キリスト教センター］
 8日（水） TOEFL-ITP［国際交流センター］
　上 旬 　 学生論文コンクール募集公示
  　（投稿〆切10月末日）［総合研究所］
 17日（金） 留学生別科春学期修了式
 20日（月） 臨時開講
 23日（木） 春学期定期試験 〔～8月5日（水）まで〕

7
月

　上 旬　 フレッシュマンキャンプ
  インターンシップ［キャリアセンター］
 5日（水） 春学期授業終了
  TOEFL-ITP［国際交流センター］
 6日（木） 春学期集中講義（但し、一斉休暇、追試験日を除く）
   〔～9月11日（金）まで〕
  夏季休暇 〔～9月18日（金）まで〕
 17日（月） 春学期追試験 〔～18日（火）まで〕
 28日（金） 春学期再試験
 30日（日） TOEIC［学術情報センター］
 31日（月） 春学期再試験

8
月

 7日（月） TIESシンポジウム［学術情報センター］
   〔～8日（火）まで〕
 12日（土） 大学院経済経営研究科経営政策専攻入試［博士後期］
 16日（水） 春学期学位記授与式
  留学生別科秋学期入学式
 23日（水） 春学期終了
 24日（木） 秋学期授業開始
  履修登録変更期間 〔～30日（水）まで〕
 26日（土） 大学院経済経営研究科経済学専攻入試［修士］
  大学院外国語学研究科英語学専攻入試［修士］
 27日（日） 大学院経済経営研究科経営政策専攻入試［博士前期］
  大学院外国語学研究科国際文化協力専攻入試［修士］
　下 旬　 3年生対象就職ガイダンス［キャリアセンター］

9
月

 7日（水） TOEFL-ITP［国際交流センター］
 10日（土） 瀬戸キャンパス祭
 12日（月） 臨時開講
　中 旬　 PC検定3級講習会［学術情報センター］
   〔～11月中旬・6日間〕
  宗教講演会［キリスト教センター］
 15日（木） 創立記念日・臨時開講
 25日（日） 大学院通信制英語学専攻入試［博士前期］
 31日（土） 大学祭 〔～11月1日（日）まで〕

10
月

 3日（火） 臨時開講
 4日（水） TOEFL-ITP［国際交流センター］
 11日（水） TOEIC［学術情報センター］
　中 旬　 NGUチャペルコンサート［キリスト教センター］
 22日（日） 中国語検定試験［学術情報センター］
 23日（月） 臨時開講
 25日（水） 英語スピーチコンテスト［学術情報センター］
　下 旬　 学生大会

11
月

行事予定2009年 5月～11月

　
2
0
0
9
年
3
月
を
も
っ
て
、経
済

学
部
亀
井
貞
次
教
授
、酒
井
凌
三
教
授

が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
亀
井
教
授
は
1
9
6
6
年
、酒
井
教

授
は
1
9
7
4
年
に
本
学
に
就
任
、学

部
教
育
の
他
、本
学
の
発
展
に
長
年
に

わ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ

こ
ろ
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。亀井 貞次　教授酒井 凌三　教授

長年にわたるご尽力に感謝申し上げます 　
2
0
0
9
年
度
父
母
会
総
会
が
6
月
21
日（
日
）

に
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
で
開
催

さ
れ
ま
す
。総
会
で
は
、予
算・決
算
お
よ
び
役
員

の
改
選
な
ど
の
議
題
審
議
の
他
、学
長
か
ら
大
学

の
近
況・教
育
方
針
等
に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
0
9
年
度
父
母
懇
談
会
は
9
月
に

金
沢
、岐
阜
、浜
松
、四
日
市
、本
学
の
各
会
場
に

て
開
催
し
ま
す
。な
お
、金
沢
会
場
は
大
学
フ
ェ

ア
と
銘
打
っ
て
大
学
の
現
状
を
紹
介
す
る
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

趣味
おいしいものを食べること、
美術館鑑賞
学生へのメッセージ
一緒に楽しく学びましょう。

小林 礼実
 こばやし あやみ

C.A.Campbell

趣味
I love sports.Cycling,swimming,triathlon,
soccer,almost any sport will do.
学生へのメッセージ
Let's have a good time and learn a thing 
or two about English in the process.

キャンベル

ワィェンド

人間健康学部

趣味
料理・買い物
学生へのメッセージ
大学で学んだ事は臨床で必ず役立ち
ます。頑張って勉強してください。

天野 幸代
 あまの ゆきよ

配属部署
キャリアセンター
趣味　旅行、ゴルフ
学生へのメッセージ
大学生活は様々な事にチャレンジす
るチャンスに溢れています。ポジテ
ィブに動いてください。

伊藤　良
 いとう りょう

配属部署
総合政策部
趣味　映画鑑賞、旅行
学生へのメッセージ
大学での出会いを大切にして、
たくさんのことを学んでください。

加藤 万結子
 かとう まゆこ

配属部署
入学センター
趣味　ゴルフ等球技
学生へのメッセージ
すべての事を吸収できるような
姿勢で臨んでください。

配属部署
教務課
趣味　映画鑑賞
学生へのメッセージ
いろいろな方の声に耳を傾け、
選択肢を広く持てるようにしよう。

配属部署
キャリアセンター
趣味　旅行
学生へのメッセージ
すばらしい環境のキャンパスの中、
学生生活をエンジョイし、自分自身
に自信をつけてください。

神野 雅司
 じんの まさし

鈴木 允人
 すずき よしと

渡辺 秀樹
 わたなべ ひでき

趣味
剣道（二段）・野球
学生へのメッセージ
充実した4年間になるよう
日々、頑張ってください。

秋山 太郎
 あきやま たろう

商学部

2009年度
新任教職員
紹介
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